
プレゼンテーションアワー 2019 年度 活動報告書 

総合文責：小島未莉 

 

１． Introduction 

  Presentation Hour is a casual event with the purpose of ideas worth sharing, 

which anybody can share anything from their hobby to possession, and the 

specialty of this event is that the presentation made here consist of 20 slides, 

20 seconds each.  It is opened to all Nagoya University members free of charge, 

and many people from different faculty join to listen to the presentation. We 

aim to create a relaxed atmosphere during the whole event including the 

presentation by preparing coffee and snacks. This Presentation Hour first started 

as a special event of Small World Coffee Hour in 2014, and after this, it became 

an independent organization, which aims to hold an event every semester, twice 

a year. Our belief is to create a platform for students, not only Japanese but 

also for international students who have different backgrounds or studies, to 

share their ideas and feelings. Therefore, Presentation Hour is held in both 

Japanese and English. Year by year, the scale of event has been increasing 

through our effort of searching for speakers, improving the event with creativity, 

and organizing the event more smoothly. This year, on the event in the spring 

semester, we emphasized on recruiting student speakers who we want to hear 

stories from, due to limited numbers of organizers. For the event on fall 

semester, we changed the date to December, so it would be easier to organize, 

and more people will come to our event rather than February, which is close to 

the final exams. Our next goal is to recruit organizers who would create 

Presentation Hour with us and focus on spreading the event so it would reach to 

more people who are interested in it. 

    

２． 団体紹介 

Presentation Hour(以下プレゼンアワーと省略)は、「Small World Coffee Hour」(以

下コーヒーアワーと略)の特別企画として 2014 年に発足し、以来、年に 2 回、各学期に 1

回を目標にプレゼンテーションイベントとして企画・運営をする団体である。ただのプ

レゼンテーションではなく、20 枚のスライド、それぞれが 20 秒と、簡潔に内容を伝える

ことが求められている。そして、留学生や日本人学生など多様な文化や専門をバックグ

ラウンドとして持つ学生がアイデアを自由に共有する場所を提供することを目的として

いる。 

発足以来、プレゼンターの募集やイベントの運営の工夫、マニュアルを作成して組織

運営を円滑化することで、年々プレゼンターの参加者募集も増大し、規模が大きくなっ



ている。2018 年度は前年度に引き続き学生プレゼンターの募集に力を入れ、特に春学期

開催のプレゼンアワーでは、イベント運営の経験者が限られていたため、話を聞きたい

方々に直接登壇の打診をすることでプレゼンター選出の負担を軽減した。また、秋学期

のプレゼンアワーは時期を例年の 2 月ではなく、12 月に開催することで、試験期間によ

る運営側の負担を減らし、より多くの人に来ていただけるように工夫をした。 

 

２－１．理念 

   留学生、日本人学生を問わず、プレゼンターが自分の経験、活動や興味を発信し、オ

ーディエンスがそうしたプレゼンターの活動や考え方を知ることで、参加者全員の知見

を広げていくことを目標としている。それぞれの文化的背景を考慮した上でプレゼンタ

ーとオーディエンス、もしくはオーディエンス同士が交流を深めることができるように

心がけている。 

 

２－２．特徴 

  ➢有志の学生が中心となって活動を行っている（学部・学年・国籍は問わない）。 

  ➢誰でも参加できるようなオープンなイベントを1学期に1回開催できるように企画・

運営を行っている。 

  ➢プレゼンターには様々な価値観、文化や専門をバックグラウンドとして持つオーデ

ィエンスに対しての配慮（言語、文化、専門知識）をしていただくことを心掛けてい

る。 

 

３． 活動紹介 

３－１．活動について 

 ●ミーティング 

     週に 1 度（毎月 3～4 回）の頻度でミーティングを行い、約 3 か月間の準備で 1 回

のプレゼンアワーのイベントを企画している。ミーティングではプレゼンター募集

のチラシ作り、プレゼンターのとの顔合わせ、リハーサル、プレゼンアワー当日の

スケジュール相談、担当役割決め、そして会場レイアウト決めなど行っている。各

ミーティングでは議事録を作成し、メーリングリストを利用して情報を共有してい

る。 

 

   ●広報活動 

    イベント広報のポスターを各学部および研究科・国際教育交流センター・生協・

食堂などに掲示する。また、留学生相談室から学内の留学生担当者に依頼し、イベ

ント告知のメールを流す。Facebook ではイベント前約一か月間をかけ、プレゼンテ

ーションの内容やプレゼンターの紹介などを行うなどでイベント周知を図っている。 

     

    



【7 月 第 10 回プレゼンテーションアワー】             文責：鈴木有咲 

「第 10 回プレゼンテーションアワー ～世界に広がる 20 秒～」 

 

日時・場所： 7 月 12 日（金）16:30～19:30 ＠国際棟 1 階ラウンジ 

参加人数： 約 40 人 

当日の流れ： 

14:45  レイアウトに沿って会場設営開始 

15:00  生協購入品、ケータリング到着予定 

16:15  受付開始 

16:30  イベント開始 

19:30  イベント終了、写真撮影、片付け 

19:45  懇親会開始 

20:30  懇親会終了、片付け 

 

●イベント概要 

記念すべき第 10 回目を迎える今回は、プレゼンターを一般公募ではなく、直接団

体や個人にオファーするという形で、8 名の方に登壇いただいた。留学生、G30 の学

生も計 3 名参加してくださり、日英のバランスも良く行うことができた。事前にテ

ーマを絞ってプレゼンター募集をしたわけではなかったが、国際交流好きな方々が

集まったこともあってか、全体として統一感のある内容となった（詳細はプログラ

ム参照）。参加者交流・会話の機会として、プレゼンテーション間に 2 度の Coffee 

Break(休憩時間)を設け、会場レイアウトや音楽にも気を配った。コーヒーを片手に

リラックスして、プレゼンターと参加者の双方が楽しめるような空間作りを心掛け

た。 

 

●実施した感想 

経験者のメンバーを中心として、協力し合いながら本番当日も特に問題なくスムー

ズに進行を行うことができた。 

今回は、複数の日本人学生の方々から留学経験のお話について話していただき、

又、留学生・G30 の学生の方々からは「女性の権利」について、日本人の視点からは

見えにくい角度で問題に切り込んでいただき、興味深く思った。それだけではなく、

趣味や出身国の文化についてのプレゼンテーションもあり、自分の趣味や専門分野と

は全く異なる方面のお話も聞けることもこのイベントの醍醐味であり、自身への刺激

となる素敵な機会だと感じた。 

 

●気が付いたこと（改善点など） 

留学のとびらや NUFSA の方々等が来て下さったが、その一方で、他のコミュニティ

の学生や大学構成員の参加が少ないように思った。より多くの方々に足を運んで頂く



ために、また知名度向上のためにも、プレゼンターのコミュニティに多様性が生まれ

るとよいと考える。また、プレゼンターの関係者以外の方にも行き届くような広報、

そして気軽に参加できるような雰囲気作りをこれからも継続していけると良いと感じ

た。 

 

●イベントポスター、プログラム 

   
 

 



●イベントの様子  

 

 

【12 月 第 11 回プレゼンテーションアワー】            文責：山道 知可 

      「第 11 回プレゼンテーションアワー ～世界が広がる 20 秒～」 

日時・場所：12 月 13 日（金）16：30-19：30 

参加人数：約 40 人 

当日の流れ： 

14：00- 設営・準備（椅子出し、機材準備） 

15：00- 生協購入品、ケータリング受け取り 

16：15- 受付開始 

16：35- イベント開始 

16：35- プレゼン開始 

       （途中 2 回 休憩～Coffee Break～） 

19：30- イベント終了、記念写真撮影、懇親会準備・開始   

20：00- 片付け開始 

 

●イベント概要 

第 11 回の本イベントでは、公募で募った 8 名の学生により、文化や趣味、医療など

幅広いジャンルに関する発表が行われた。本イベントの特徴としては、スピーカー8 名

中 7 名が留学生であり、留学生が多かったことが挙げられる。したがって 7 つの発表

が英語で行われた（テーマの詳細は下記タイムテーブルを参照）のだが、より多くのオ

ーディエンスに楽しんで頂くため、司会者は各発表が終わる毎にサマリーの通訳を日

英で行った。また、今回は付属高校にも広報を行ったため、高校生のオーディエンスも

数名見受けられた。 

 

 

 



●実施した感想 

    どの発表も非常に興味深い内容であり、オーディエンスの方々からも積極的に多く  

の質問が出たため、質疑応答の時間が各発表を深掘りする有意義な時間となった。ま

た、発表の合間の休憩中には、プレゼンター・オーディエンス・スタッフの垣根を越え

て交流が盛んに行われており、各々がコーヒーやお菓子を片手に、会話を楽しんでい

たため良かったと思う。 

 

●気づき（改善点など） 

    本イベントでは、当日の運営スタッフが不足していたため、コーヒーアワー等、他

の国際交流団体から手伝いを募集した。スタッフの卒業や交換留学により、来年度か

らは更にスタッフの人数不足が予想される。したがって、他の国際交流団体とも協力

しながら、スタッフ募集に力を入れる必要がある。一例として、今年度は、新入生向け

に行われる「地獄の細道」に参加し、新しいスタッフを集めたいと考えている。 

    また広報に関して、当日はオーディエンスが流動しながらも常に会場には 20 人ほど

のオーディエンスがいたため、ポスターや Facebook 等を使った広報が比較的上手くい

っていたと考えられる。 

 
●公募用ポスター（日英）・当日のタイムテーブル 

 



 
 

●当日の様子 

     
 

４． メンバー構成と心がけていること 

●修士２年 

嶋田耕太郎（国際開発研究科） 

4 年ほど活動に携わらせていただきました。毎回、個性豊かな講演者の方が参加してく

ださるので、運営としての立場だけでなく、イベントの参加者としても毎回楽しませて

いただきました。今後も活動を継続してくださると嬉しいです。 

 

岩崎絵里加（情報学研究科社会情報学専攻） 

今年度は、私もプレゼンターを務める機会があり、スタッフの視点とプレゼンターの

視点の両方からプレゼンアワーを見ることができました。ただ自分の好きなことを話し

て、「プレゼン面白かったよ」って声をかけてもらえる機会は、講義や研究活動の中には



無い貴重な機会だと感じたので、プレゼンアワーが今後も続いていくといいなと感じま

した！ 

 

  ●４年生 

  山道知可（法学部法律政治学科） 

所属、学年、国籍を超えて様々な人が新しく繋がる、交流の場になればいいなと思って

います。 

 

●３年生 

立野智也（理学部数理学科） 

発表者の方に参加して良かったと思っていただけるよう、こまめに発表者の方と連絡

を取るなどのサポート面もしっかりとしていきたいです。 

 

岩瀬友希（文学部人文学科） 

オープンな雰囲気で様々な分野の人と交流できる環境をつくるとともに、プレゼンテ

ーションを通して新たな発見をもたらす場をつくることを目指します。 

 

若杉美穂（文学部人文学科） 

担当するプレゼンターの方との繋がりを大切にしながら、皆さんに「楽しい」「来て良

かった」と思えるようなリラックスした空間ができたらいいなと思っています！ 

 

 

●２年生 

佐々木あみ（法学部） 

プレゼンターさんもオーディエンスで来てくださった方たちも、参加してよかったと

思える会を作っていきたいと思っています！ 

 

鈴木有咲 (法学部) 

プレゼンターと参加者が一体となれる暖かい雰囲気、毎回刺激で面白い素敵なお話に

心を弾ませています。 

 

小島未莉（経済学部） 

年齢、国籍、学部など関係なく、プレゼンを通して自由に意見の共有が出来る場を提

供することができてやりがいを感じると共に、毎回のイベントで自分自身も多くの考え

や新た発見をし、刺激を受けています。ゆるゆると、みんなで楽しくこれからもプレゼン

アワーを作っていきたいです。また、もっとたくさんの人を巻き込んでいけたらいいな

と思います！ 

 



●１年生 

後藤瑠奈（農学部資源生物科学科） 

色々なジャンルの面白い話を気軽に聴ける素敵な機会だと思っています。もっと多く

の方々に知ってもらえるように頑張りたいです。 


